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僑き
よ
う

居き
よ

雑ざ
つ

詩し

　
　
　
雲う
ん

滙か
い

　
三み

島し
ま

氏し

　
出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

書
帙
琴
嚢
与
二
酒
筒
一
。
肩
担
手
挈
太
匆
々
。
天
公
応
三
是
憐
二
詩
客
一
。
優
貸
清
閑
地
一
弓
。

【
訓
読
】
書し

よ

帙ち
つ

、
琴き
ん

嚢の
う

と
酒し
ゆ

筒と
う

と
（
与
）。
肩か
た

は
担に
な

い
手て

は
挈ひ
つ
さげ
太は
な
はだ
匆そ
う

々そ
う

。
天て
ん

公こ
う

応ま
さ

に
是こ
れ

詩し

客か
く

を
憐あ
わ

れ
む
べ
し
。
優ゆ
う

貸た
い

す
清せ
い

閑か
ん

地ち

一い
つ

弓き
ゆ
う。

【
大
意
】（
仮
住
ま
い
雑
感
）
帙
に
入
れ
た
書
物
、
琴
を
い
れ
た
袋
、
酒
を
い
れ
た
筒
を
、
肩
に
担
ぎ
手
に
い
っ
ぱ
い
下
げ
て
、
あ
わ
て
て
お

引
越
し
。
天
が
詩
作
に
耽
っ
て
放
浪
す
る
私
を
憐
れ
ん
だ
の
か
、
わ
ず
か
だ
が
静
か
で
の
ん
び
り
と
し
た
こ
の
土
地
を
優
先
し
て
貸
し
て
く

れ
た
よ
う
だ
。

【
注
釈
】
僑
居
―
故
郷
を
離
れ
て
仮
住
ま
い
す
る
こ
と
。
韋
応
物
・
歳
日
京
師
諸
季
端
武
等
に
寄
す
「
僑
居
帰
縁
を
念
う
」。　

雑
詩
―
表
向

き
は
自
由
、
即
興
の
詩
。
し
ば
し
ば
、
思
想
が
こ
め
ら
れ
る
。
文
選
で
項
目
が
建
て
ら
れ
た
。
文
選
・
王
粲
・
雑
詩
・
李
善
注
「
雑
な
る
者

は
、
流
例
に
拘
ら
ず
、
物
に
遇
い
て
即
ち
言
う
。
故
に
雑
と
云
う
也
」。　

三
島
雲
滙
―
三
島
左
次
右
衛
門
（
一
八
五
二
―
一
九
一
〇
）。
後

に
睡
雨
と
号
す
。
名
は
粲
、
松
江
の
人
、
詩
を
釈
天
鱗
に
学
ぶ
。
松
江
銀
行
の
頭
取
た
り
。
松
江
市
収
入
役
、
県
会
議
員
等
歴
任
。
明
治

四
十
三
年
没
す
。
年
五
十
九
な
り
。
剪
社
創
立
時
の
社
員
。　

書
帙
―
厚
紙
や
布
で
作
っ
た
、
書
物
を
包
む
お
お
い
。
広
く
書
物
を
入
れ
る

箱
を
も
い
う
。　

琴
嚢
―
琴
を
入
れ
る
袋
。　

酒
筒
―
酒
を
入
れ
て
携
帯
し
た
器
。
竹
製
に
限
ら
な
い
。
酒
杯
代
わ
り
に
も
な
る
。
書
帙
、
琴

嚢
と
共
に
、
物
見
、
遊
山
な
ど
に
文
人
が
携
え
る
も
の
。　

天
公
応
是
憐
詩
客
―
林
希
逸
・
舟
に
登
る
。
風
の
頓
に
秋
暑
を
清
む
る
を
喜
ぶ

「
天
公
応
に
是
れ
行
客
を
憐
れ
む
べ
し
」。　

優
貸
―
寛
容
、
寛
恕
。
白
居
易
・
長
慶
二
年
七
月
、
中
書
舎
人
自
り
出
で
て
杭
州
路
に
守
た
り
。

藍
渓
の
作
に
次
す
「
聖
人
は
大
体
を
存
し
、
優
貸
し
て
死
せ
ざ
る
（
不
）
を
容
す
」。　

清
閑
―
静
か
で
の
ん
び
り
し
て
い
る
こ
と
。
暇
な
こ

と
。
寒
山
・
二
九
四
「
悠
悠
と
し
て
自
ら
清
閒
（
閑
）
た
り
」。　

地
一
弓
―
土
地
を
は
か
る
木
製
の
器
具
、
木
製
で
形
状
は
弓
に
似
る
。
一



二

弓
は
五
尺
（『
儀
礼
』
郷
射
）。
呂
勝
己
・
瑞
鷓
鴣
其
二
「
我
に
付
す
天
然
の
地
一
弓
」。

老
雨
云
。
天
憐
優
二
貸
詩
客
一
。
亦
不
レ
可
レ
悔
。
○
勉
斎
云
。
優
貸
字
下
得
妙
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
天て
ん

は
憐あ
わ
れん
で
詩し

客か
く

を
優ゆ
う

貸た
い

す
。
亦ま

た
悔く

ゆ
可べ

か
ら
ず
。
○
勉べ
ん

斎さ
い

云い

う
。
優ゆ
う

貸た
い

の
字じ

は
下く
だ

し
得え

て
妙み
よ
うな
り
。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
天
が
憐
れ
ん
で
詩
作
に
耽
る
旅
人
を
憐
れ
む
の
だ
か
ら
、
引
っ
越
し
を
後
悔
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
〇
山
村
勉
斎
評
。
優
貸
の
二
字
は
、
な
か
な
か
う
ま
い
措
辞
で
あ
る
。

【
注
釈
】
亦
―
不
可
悔
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
易
の
表
現
を
真
似
た
か
。　

下
得
妙
―
現
代
漢
語
文
法
の
い
わ
ゆ
る
様
態
補
語
。

12
過
二
大
田
一
（
大お
お

田だ

を
過す

ぐ
）　
　
　
　
楽ら
く

山ざ
ん

　
熊く
ま

倉く
ら

氏し

　
東と
う

京け
い
の

人ひ
と

回
レ
頭
天
地
是
耶
非
。
奔
走
多
年
未
レ
得
レ
帰
。
孤
客
胆
寒
小
媛
下
。
不
レ
堪
風
雨
襲
二
征
衣
一
。

【
訓
読
】
頭こ

う
べ
を
回め
ぐ

ら
せ
ば
天て
ん

地ち

は
是こ

れ
な
る
耶か

非あ
ら

ざ
る
か
。
奔ほ
ん

走そ
う

す
る
こ
と
多た

年ね
ん

な
る
も
未い
ま

だ
帰か
え

る
を
得え

ず
。
孤こ

客か
く

胆き
も

は
寒さ
む

し
小さ

媛ひ
め

の
下も
と

。

堪た

え
ず
（
不
）
風ふ
う

雨う

の
征せ
い

衣い

を
襲お
そ

う
に
。

【
大
意
】（
大
田
に
来
た
時
の
詩
）
後
方
（
そ
し
て
過
去
）
を
振
り
返
れ
ば
天
か
地
か
わ
か
ら
ぬ
状
態
。
長
年
、
あ
ち
こ
ち
を
奔
走
し
て
故
郷

に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
一
人
ぼ
っ
ち
の
旅
人
で
あ
る
私
は
、
三
瓶
山
の
ふ
も
と
で
、
不
安
に
駆
ら
れ
肝
も
凍
え
て
い
る
。
風
や

雨
が
、
旅
装
に
吹
き
付
け
て
く
る
の
に
も
う
と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
。

【
注
釈
】
過
―
す
ぐ
（
通
過
す
る
）、
で
あ
ろ
う
。
よ
ぎ
る
（
訪
問
す
る
）
か
も
し
れ
な
い
。　

大
田
―
現
島
根
県
大
田
市
。
三
瓶
山
の
ふ
も

と
に
位
置
す
る
。　

楽
山
熊
倉
氏
―
不
詳
。　

回
頭
―
こ
れ
ま
で
を
回
想
す
る
こ
と
を
か
け
る
。　

天
地
是
耶
非
―
史
記
・
伯
夷
叔
斉
列
伝

「
天
道
是
邪
、
非
邪
」、
頼
山
陽
・
天
草
洋
に
泊
す
「
雲
耶
山
耶
呉
耶
越
」
の
措
辞
を
意
識
す
る
だ
ろ
う
。
景
色
ひ
い
て
は
故
郷
の
像
が
ぼ
ん

や
り
し
て
い
る
こ
と
と
、
自
分
の
運
命
に
対
す
る
疑
問
、
不
安
の
両
方
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
白
居
易
・
諸
親
友
に
問
う
「
知
ら
ず
親
故
の

口
、
我
を
道
い
て
是
と
す
る
耶
非
と
す
る
か
を
」。　

孤
客
―
単
身
で
故
郷
を
離
れ
て
旅
を
す
る
人
。
劉
禹
錫
・
秋
風
引
「
孤
客
最
も
先
に
聞

く
」。　

胆
寒
―
楊
万
里
・
黄
巣
磯
を
過
ぐ
「
只
是
れ
名
を
聞
く
の
み
に
し
て
已
に
胆
寒
し
」。　

小
媛
―
三
瓶
山
。
出
雲
国
風
土
記
・
意
宇

郡
・
意
宇
「
石
見
の
国
と
出
雲
の
国
と
の
堺
な
る
、
名
は
佐
比
売
（
さ
ひ
め
）
山
、
是
な
り
」。
こ
の
「
さ
ひ
め
」
が
早
く
か
ら
「
三
瓶
」
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三

や
「
小
媛
」
と
表
記
さ
れ
た
。　

征
衣
―
旅
人
の
衣
服
。
岑
参
・
南
楼
衛
憑
を
送
る
「
応
に
須
べ
か
ら
く
月
に
乗
じ
て
去
る
べ
し
、
且
ら
く

為
に
征
衣
を
解
け
」。

老
雨
云
。
悲
壮
感
憤
。
是
必
有
所
為
而
発
者
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
悲ひ

壮そ
う

感か
ん

憤ぷ
ん

。
是こ

れ
必か
な
らず
為た
め

に
す
る
所
と
こ
ろ

有あ

っ
て
（
而
）
発は
つ

す
る
者も
の

な
ら
ん
。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
悲
憤
慷
慨
の
気
に
満
ち
て
い
る
。
裏
に
何
か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
発
露
し
た
作
品
に
違
い
な
い
。

【
注
釈
】
悲
壮
―
悲
哀
を
伴
っ
た
雄
壮
さ
。
後
漢
書
・
文
苑
伝
下
・
祢
衡
「
声
節
は
悲
壮
、
聴
く
者
は
慷
慨
せ
ざ
る
（
不
）
無
し
」。
杜
甫
・

閣
夜
「
五
更
鼓
角
声
は
悲
壮
」。　

感
憤
―
憤
慨
。
怒
り
を
伴
う
興
奮
。
戦
国
策
・
韓
策
二
「
夫
れ
賢
者
は
感
忿
（
憤
）
睚
眦
の
（
之
）
意
を

以
て
、（
而
）
窮
僻
の
（
之
）
人
に
親
し
む
」。　

是
必
有
所
為
而
発
者
―
為
は
「
な
す
」
と
読
む
べ
き
か
。
解
釈
上
は
大
き
な
違
い
は
な
い
。

13
盆ぼ

ん

梅ば
い

　
　
　
渫せ
つ

斎さ
い

　
安や
す

井い

氏し

　
名な
は

泉い
ず
み　
字
あ
ざ
な
は

士し

衡こ
う

　
出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

坐
臥
偏
堪
愛
。
磁
盆
護
美
人
。
枕
辺
香
不
断
。
燈
下
影
相
親
。
深
院
把
杯
夕
。
明
窓
磨
墨
晨
。
笑
他
隴
頭
客
。
尽
日
去
尋
春
。

【
訓
読
】
坐ざ

臥が

偏ひ
と

え
に
愛あ
い

す
る
に
堪た

う
。
磁じ

盆ぼ
ん

美び

人じ
ん

を
護ま
も

る
。
枕ち
ん

辺ぺ
ん

香か
お
りは
断た

え
ず
（
不
）。
燈と
う

下か

影か
げ

相あ

い
親し
た

し
む
。
深し
ん

院い
ん

杯さ
か
ず
きを
把と

る
夕ゆ
う
べ。
明め
い

窓そ
う

墨す
み

を
磨す

る
晨あ
し
た。
笑わ
ら

う
他か

の
隴ろ
う

頭と
う

の
客か
く

。
尽じ
ん

日じ
つ

去さ

っ
て
春は
る

を
尋た
ず

ぬ
る
を
。

【
大
意
】（
鉢
植
え
の
梅
）
坐
っ
て
い
て
も
寝
て
い
て
も
可
愛
く
て
た
ま
ら
ん
。
陶
磁
器
の
鉢
で
、
美
人
の
よ
う
な
梅
を
し
っ
か
り
守
っ
て
や

る
。
枕
の
そ
ば
で
梅
の
香
り
が
絶
え
る
こ
と
な
く
漂
い
、
灯
火
の
下
で
そ
の
姿
に
親
し
み
を
感
ず
る
。
奥
深
い
庭
で
酒
杯
を
上
げ
る
夕
方
、

明
る
い
窓
の
下
で
墨
を
磨
っ
て
書
を
も
の
す
る
朝
、
い
つ
も
可
愛
い
梅
が
そ
ば
に
い
る
。
あ
る
人
が
春
を
訪
ね
て
丘
の
上
を
一
日
中
歩
い
た

が
み
つ
か
ら
ず
、
結
局
家
に
帰
っ
て
、
梅
の
花
に
春
を
見
出
し
た
と
い
う
故
事
が
あ
る
が
、
馬
鹿
か
と
笑
い
た
く
な
る
。

【
注
釈
】
盆
梅
―
鉢
植
え
の
梅
。
仇
遠
・
盆
梅
な
ど
、
宋
代
よ
り
詩
題
と
な
る
。　

安
井
渫
斎
―
安
井
泉
。
一
八
四
五
―
一
九
二
四
。
松
平
氏

の
家
令
。
茶
人
と
し
て
も
著
名
。『
渫
斎
詩
存
』
二
巻
。　

坐
臥
―
日
常
生
活
で
い
か
な
る
時
も
。　

偏
堪
愛
―
張
祜
・
范
宣
城
北
楼
夜
宴
に

陪
す
「
何
れ
の
処
か
偏
え
に
恨
む
に
堪
え
た
る
」。
堪
愛
（
〇
●
）
は
可
愛
（
●
●
）
に
同
じ
。　

枕
辺
―
枕
上
に
相
当
す
る
和
漢
語
。
平
仄

を
合
わ
せ
る
た
め
に
用
い
た
。
和
語
の
ま
く
ら
べ
に
よ
る
。『
古
事
記
』
上
（
延
佳
本
訓
）「
御
枕
方
（
み
ま
く
ら
べ
）
に
匍
匐
ひ
」。　

燈
下



四

影
相
親
―
韓
愈
・
符
城
南
に
読
書
す
「
灯
火
稍
や
親
し
む
可
く
、
簡
編
巻
舒
す
可
し
」。
読
書
の
秋
を
強
調
す
る
原
典
を
、
初
春
の
夜
に
梅

を
め
で
る
描
写
に
転
用
。
李
密
・
陳
情
表
「
形
影
相
い
弔
う
」
の
孤
独
感
を
、
一
人
楽
し
む
気
分
に
転
用
。
こ
の
影
は
、
直
接
に
は
梅
の
影

で
あ
ろ
う
が
、
自
ら
の
影
に
も
と
れ
る
よ
う
に
表
現
し
た
。　

深
院
―
表
か
ら
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
建
物
に
囲
ま
れ
た
庭
。
李
白
・
江

油
尉
の
庁
に
贈
る
「
嵐
光
深
院
の
裏
」。　

把
杯
夕
―
司
空
図
・
故
郷
の
杏
花
「
左
に
花
枝
を
把
り
右
に
杯
を
把
る
」。　

明
窓
―
光
の
よ
く
差

し
込
む
窓
。
快
適
な
書
斎
の
描
写
。
謝
混
・
二
王
を
送
っ
て
領
軍
府
に
在
っ
て
集
う
「
明
窓
朝
暉
を
通
ず
」。　

隴
頭
客
―
甘
粛
省
の
隴
頭
と

考
え
て
も
よ
い
し
、
小
高
い
丘
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
家
か
ら
離
れ
て
そ
こ
を
踏
破
す
る
人
。
次
項
を
見
よ
。　

尽
日
去
尋
春
―
伝

戴
益
・
春
を
探
る
「
尽
日
春
を
尋
ぬ
る
も
春
を
見
ず
。
芒
鞵
踏
ん
で
遍
し
隴
頭
の
雲
。
帰
り
来
り
て
試
み
に
梅
梢
を
把
っ
て
看
れ
ば
。
春
は

枝
頭
に
在
っ
て
已
に
十
分
た
り
」。

老
雨
云
。
前
聯
伝
神
。
咏
物
宜
如
此
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云
う
。
前ぜ
ん

聯れ
ん

は
伝で
ん

神し
ん

。
咏え
い

物ぶ
つ

は
宜よ
ろ

し
く
此か

く
の
如ご
と

く
す
べ
し
。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
第
三
、四
句
は
、
梅
の
精
神
性
ま
で
と
ら
え
た
迫
真
の
描
写
。
詠
物
詩
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
だ
。

【
注
釈
】
前
聯
―
律
詩
の
第
三
句
、
四
句
の
対
。
頷
聯
。　

伝
神
―
世
説
新
語
・
巧
芸
「
伝
神
写
照
は
、
正
に
阿
堵
の
中
に
在
り
」。　

咏
物
―

詠
物
詩
。
漢
詩
の
一
体
。
鳥
獣
草
木
や
自
然
そ
の
も
の
を
主
題
と
し
て
詠
ず
る
詩
。

14
観か

ん

梅ば
い

　
　
　
楓ふ
う

庵あ
ん

　
山や
ま

下し
た

氏し

　
長な
が

門と

阿あ

武ぶ

郡ぐ
ん
の

人ひ
と

蕭
寺
門
前
野
竹
傍
。
痩
梅
臨
レ
水
白
レ
於
レ
霜
。
山
僧
偶
汲
黄
昏
月
。
併
掬
横
斜
影
裏
看
。

【
訓
読
】
蕭

し
よ
う

寺じ

の
門も
ん

前ぜ
ん

野や

竹ち
く

の
傍か
た
わら
。
痩そ
う

梅ば
い

水み
ず

に
臨の
ぞ

ん
で
霜し
も

於よ

り
白し
ろ

し
。
山さ
ん

僧そ
う

偶た
ま
たま
汲く

む
黄こ
う

昏こ
ん

の
月つ
き

。
併な
ら

び
に
掬く

ん
で
横お
う

斜し
や

影え
い

裏り

に
看み

る
。

【
大
意
】（
梅
見
）
寺
の
大
門
の
前
、
野
生
の
竹
の
生
え
て
い
る
そ
ば
、
や
せ
た
梅
が
川
に
か
か
っ
て
い
て
、
霜
よ
り
も
白
い
花
を
咲
か
せ
て

い
る
。
た
ま
た
ま
、
お
坊
さ
ん
が
や
っ
て
き
て
黄
昏
の
月
が
映
っ
た
水
を
く
ん
だ
。
す
る
と
さ
ら
に
梅
の
姿
も
一
緒
に
桶
に
入
り
こ
ん
だ
。

そ
の
様
を
、
梅
の
斜
め
に
伸
び
た
枝
の
下
で
お
坊
さ
ん
は
し
げ
し
げ
と
見
入
っ
て
い
る
（
そ
の
姿
も
ま
た
桶
の
水
に
映
っ
て
い
る
）。

【
注
釈
】
山
下
楓
庵
―
不
詳
。
山
陰
新
聞
の
漢
詩
欄
に
し
ば
し
ば
登
場
。　

長
門
阿
武
郡
―
現
山
口
県
山
口
市
及
び
萩
市
。　

蕭
寺
―
寺
の
雅
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五

称
。
蕭
蕭
た
る
寺
の
意
で
は
な
い
。
李
肇
・
唐
国
史
補
巻
中
「
梁
武
帝
の
寺
を
造
る
や
、�

蕭
子
雲
を
し
て
飛
白
も
て
蕭
字
を
大
写
せ
令
む
」。

こ
の
故
事
に
よ
り
寺
は
蕭
寺
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。　

山
僧
偶
汲
黄
昏
月
―
下
句
と
と
も
に
林
逋
・
山
園
小
梅
「
疎
影
横
斜
す
水
清

浅
、
暗
香
浮
動
す
月
黄
昏
」
を
意
識
す
る
。　

併
掬
横
斜
影
裏
看
―
楊
万
里
・
張
功
父
梅
詩
に
和
す
十
絶
句
其
八
「
横
斜
影
里
花
の
残
わ
る

る
を
惜
し
む
。

老
雨
云
。
清
気
冷
然
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
清せ
い

気き

冷れ
い

然ぜ
ん

た
り
。

【
大
意
】
清
ら
か
な
気
が
冷
や
や
か
で
あ
る
。

【
注
釈
】
清
気
冷
然
―
梅
の
清
ら
さ
、
白
さ
に
連
想
さ
れ
る
初
春
の
寒
さ
等
を
意
識
し
た
評
で
あ
ろ
う
か
。

15
贈
二
桃
園
酔
士
（
桃と
う

園え
ん

酔す
い

士し

に
贈お
く

る
）　
　
　
　
秋
し
ゆ
う

水す
い

釣ち
よ
う

士し

　
松ま
つ

田だ

氏し

　
出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

蓁
々
其
葉
自
成
レ
繁
。
幾
樹
花
深
可
レ
避
レ
喧
。
中
有
二
酔
仙
能
養
気
。
将
レ
言
方
寸
是
桃
源
。

【
訓
読
】
蓁し

ん

々し
ん

た
り
其そ

の
葉は

自お
の
ず
から
繁し
げ

み
を
成な

し
。
幾い
く

樹じ
ゅ

の
花は
な

深ふ
か

う
し
て
喧か
ま
びび
す
し
き
を
避さ

く
可べ

し
。
中う
ち

に
酔す
い

仙せ
ん

の
能よ

く
気き

を
養や
し
なう
有あ

っ
て
。

将ま
さ

に
言い

わ
ん
と
す
方ほ
う

寸す
ん

是こ

れ
桃と
う

源げ
ん

な
り
と
。

【
大
意
】（
桃
園
酔
士
に
献
呈
し
た
詩
）
こ
ん
も
り
と
し
た
葉
が
茂
み
を
つ
く
り
、
幾
本
か
の
桃
の
花
は
、
屋
敷
の
奥
深
く
に
咲
い
て
い
て
、

世
の
騒
音
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
よ
っ
ば
ら
い
の
仙
人
で
あ
る
あ
な
た
は
英
気
を
養
っ
て
い
る
。
そ
し
て
言
お
う
と
し

て
い
る
。
わ
が
心
こ
そ
が
実
は
桃
花
源
な
の
だ
と
。

【
注
釈
】
桃
園
酔
士
―
誰
を
指
す
か
不
明
。　

松
田
秋
水
―
名
は
信
道
。
字
は
徳
卿
。
一
八
一
九
～
一
九
〇
二
。
漢
詩
人
。
漢
学
を
和
田
義
八

郎
、
絵
画
を
松
原
文
忠
に
ま
な
び
、
出
雲
松
江
藩
に
つ
か
え
た
。　

蓁
々
其
葉
―
詩
経
・
桃
夭
「
其
の
葉
蓁
々
た
り
」。　

幾
樹
花
深
可
避
喧

―
俗
世
の
騒
が
し
さ
を
避
け
る
。
杜
甫
・
阮
隠
居
に
貽
る
「
喧
を
避
け
猛
虎
に
甘
ん
ず
」。　

中
有
―
白
居
易
・
長
恨
歌
「
中
に
一
人
有
り
字

は
太
真
」。　

酔
仙
―
酒
仙
に
同
じ
。
徐
積
に
「
酔
仙
」
詩
あ
り
。　

養
気
―
道
教
的
色
彩
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
語
だ
が
、
こ
こ
で
は
、

人
間
が
本
来
も
つ
正
し
い
気
を
養
う
こ
と
。
孟
子
・
公
孫
丑
上
「
我
善
く
吾
が
浩
然
の
（
之
）
気
を
養
う
」。　

将
言
―
拾
得
「
将
に
言
わ
ん
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と
す
長
し
な
え
に
死
な
ず
と
」。　

方
寸
―
心
。
心
は
胸
中
方
一
寸
の
間
に
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
。
列
子
・
仲
尼
「
嘻
。
吾
れ
子
の
（
之
）

心
を
見
た
り
矣
。
方
寸
の
（
之
）
地
虚
た
り
矣
」。　

桃
源
―
陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
か
ら
。
俗
世
間
を
離
れ
た
安
楽
な
世
界
。
仙
境
。

愛
山
云
。
高
雅
曠
逸
。
桃
園
酔
士
之
境
涯
可
想
。
○
編
者
云
。
三
四
妙
甚
矣
。

【
訓
読
】
愛あ

い

山ざ
ん

云い

う
。
高こ
う

雅が

曠こ
う

逸い
つ

。
桃と
う

園え
ん

酔す
い

士し

の
（
之
）
境
き
ょ
う

涯が
い

想お
も

う
可べ

し
。
○
編へ
ん

者じ
や

云い

う
。
三さ
ん

四し

妙み
よ
うた
る
甚
は
な
は
だし
矣い

。

【
大
意
】
高
橋
愛
山
評
。
気
品
が
高
く
自
由
な
態
度
。
桃
園
酔
士
と
か
い
う
人
の
生
き
ざ
ま
が
し
の
ば
れ
る
。
編
者
（
お
そ
ら
く
平
賀
静
遠
）

評
。
第
三
句
、
第
四
句
が
こ
と
に
素
晴
ら
し
い
。

【
注
釈
】
高
雅
―
超
俗
的
で
、
優
雅
で
あ
る
さ
ま
。
ま
た
、
卑
俗
を
憎
む
気
風
。
三
国
志
・
魏
志
・
崔
林
伝
「
高
雅
の
（
之
）
弘
量
を
体
す
」。

　

曠
逸
―
超
然
的
な
風
格
。
胡
応
麟
・
詩
薮
・
古
体
中
「（
古
詩
に
は
）
高
閒
、
曠
逸
、
清
遠
、
玄
妙
を
以
て
宗
と
為
す
者
有
り
」。　

三
四

妙
甚
矣
―
庭
か
ら
、
そ
の
主
人
の
人
と
な
り
に
焦
点
が
移
る
点
が
妙
な
の
で
あ
ろ
う
。

16
早
起
渉
園
（
早そ

う

起き

し
て
園え
ん

を
渉わ
た

る
）　
　
　
　
青せ
い

蛙あ

居こ

士じ

　
黒く
ろ

田だ

氏し

　
出い
ず
も雲
三さ
ん

分ぶ

一い
ち
の

人ひ
と

茅
檐
月
落
紙
窓
虚
。
竹
樹
陰
濃
清
有
レ
餘
。
独
渉
二
庭
園
一
人
未
レ
起
。
盆
池
添
レ
水
護
二
金
魚
一
。

【
訓
読
】
茅ぼ

う

檐え
ん

月つ
き

は
落お

ち
紙し

窓そ
う

虚き
よ

な
り
。
竹ち
く

樹じ
ゆ

陰か
げ

濃こ

く
し
て
清き
よ

き
こ
と
餘あ
ま

り
有あ

り
。
独ひ
と

り
庭て
い

園え
ん

を
渉わ
た

る
も
人ひ
と

未い
ま

だ
起お

き
ず
。
盆ぼ
ん

池ち

水み
ず

を
添そ

え

て
金き

ん

魚ぎ
よ

を
護ま
も

る
。

【
大
意
】（
早
起
き
を
し
て
庭
を
散
策
す
る
）
そ
ま
つ
な
カ
ヤ
の
の
き
に
月
が
隠
れ
て
行
き
、
障
子
に
は
何
の
影
も
映
っ
て
お
ら
ぬ
。
竹
林
の

影
は
色
濃
く
、
そ
の
清
ら
か
さ
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
だ
。
一
人
ぼ
っ
ち
で
庭
を
歩
い
て
い
く
、
誰
も
ま
だ
起
き
て
こ
な
い
。
鉢
に
水
を
加
え

て
金
魚
を
い
つ
く
し
む
。

【
注
釈
】
早
起
渉
園
―
陶
淵
明
・
帰
去
来
兮
辞
「
園
は
日
に
涉
り
て
以
て
趣
を
成
す
」
に
基
づ
く
。
ぶ
ら
ぶ
ら
と
遊
覧
す
る
こ
と
。　

黒
田
青

蛙
―
未
詳
。　

三
分
一
―
現
出
雲
市
斐
川
町
三
分
市
町
。
江
戸
時
代
宍
道
湖
西
部
を
干
拓
し
て
で
き
た
村
。
明
治
二
十
二
年
、
他
村
と
合
併

し
て
出
東
村
と
な
り
、
後
斐
川
村
（
町
）
に
属
し
て
、
現
在
出
雲
市
に
合
併
。　

茅
檐
―
カ
ヤ
等
の
草
で
覆
っ
た
軒
。
後
、
粗
末
な
家
全
般

を
指
す
。
陶
淵
明
・
飲
酒
二
十
首
并
序
其
九
「
襤
褸
茅
檐
の
下
」。　

月
落
―
何
吾
騶
・
歳
杪
懐
い
を
友
人
に
寄
す
「
月
紙
窓
に
落
つ
れ
ば
被
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を
共
に
す
る
を
懐
う
」。　

紙
窓
―
紙
を
張
っ
た
窓
。
白
居
易
・
暁
寝
「
神
窓
明
ら
か
に
し
て
暁
た
る
を
覚
ゆ
」。　

虚
―
遮
る
も
の
が
な
く
透

明
な
こ
と
。
文
徴
明
・
余
陳
氏
に
至
る
毎
に
・
・
・「
短
檐
横
ざ
ま
に
啓
い
て
纸
窗
虚
な
り
」。　

竹
樹
陰
濃
―
羅
欽
順
・
節
庵
叔
父
七
十
を

寿
す
「
竹
樹
陰
濃
小
径
迂
な
り
」。　

清
有
餘
―
姚
鵠
・
許
璋
少
府
に
寄
贈
す
「
文
才
清
き
こ
と
餘
り
有
り
」。　

独
渉
庭
園
人
未
起
―
雍
陶
・

友
人
の
幽
居
を
訪
ぬ
二
首
其
一
「
深
院
客
来
り
て
人
未
だ
起
き
ず
」。　

盆
池
―
も
と
は
、
大
き
な
は
ち
（
日
本
の
盆
と
は
違
う
）
を
埋
め
て

作
っ
た
池
。
広
く
、
庭
の
小
さ
な
池
を
指
す
。
韓
愈
に
盆
池
の
詩
有
り
。
た
だ
し
、
こ
こ
は
日
本
の
風
習
か
ら
言
っ
て
、
地
上
に
置
い
た
大

き
な
金
魚
鉢
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。　

護
金
魚
―
護
字
は
奇
異
だ
が
、
世
話
を
し
て
や
る
こ
と
が
、
危
険
か
ら
守
っ
て
や
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
見
守
る
と
い
う
気
持
ち
か
。

老
雨
云
。
詩
亦
清
有
餘
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
詩し

も
亦ま

た
清き
よ

く
し
て
餘あ
ま

り
有あ

り
。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
こ
の
詩
自
体
も
、
そ
の
清
ら
か
さ
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
だ

【
注
釈
】
詩
亦
清
有
餘
―
詩
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
詩
そ
の
も
の
が
。
雨
森
精
翁
は
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
評
が
多
い
。

17
秋
日
訪
二
山
寺
一
（
秋
し
ゆ
う

日じ
つ

山さ
ん

寺じ

を
訪た
ず

ぬ
）　
　
　
　
勝か
つ

部べ

重し
げ

基も
と

　
出い
ず
も雲
坂さ
か

田た
の

人ひ
と

丹
楓
烏
桕
夕
陽
山
。
秋
色
森
沈
鳥
語
閑
。
石
逕
曳
レ
筇
尋
二
古
寺
一
。
塔
尖
聳
在
二
白
雲
間
一
。

【
訓
読
】
丹た

ん

楓ぷ
う

烏う

桕
き
ゆ
う

夕せ
き

陽よ
う

の
山や
ま

。
秋
し
ゆ
う

色し
よ
く

森し
ん

沈ち
ん

と
し
て
鳥
ち
よ
う

語ご

閑か
ん

た
り
。
石せ
き

逕け
い

筇つ
え

を
曳ひ

き
古こ

寺じ

を
尋た
ず

ぬ
。
塔と
う

尖せ
ん

聳そ
び

え
て
白は
く

雲う
ん

の
間か
ん

に
在あ

り
。

【
大
意
】（
秋
の
あ
る
日
山
寺
を
訪
れ
た
）
赤
い
カ
エ
デ
と
ハ
ゼ
に
夕
日
の
照
る
山
。
秋
の
景
色
は
、
し
っ
と
り
と
沈
ん
で
い
て
、
の
ん
び
り

と
し
た
鳥
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。
石
段
を
杖
付
き
な
が
ら
の
ぼ
り
、
目
的
地
の
古
寺
を
探
し
て
い
る
と
、
塔
の
尖
端
が
白
い
雲
の
間
に
そ

び
え
て
い
る
の
が
見
え
た
。

【
注
釈
】
勝
部
重
基
―
不
詳
。　

出
雲
坂
田
―
出
雲
市
斐
川
町
坂
田
。
前
首
作
者
出
身
の
三
分
一
（
市
）
の
す
ぐ
北
。　

丹
楓
―
杜
甫
・
秋
峡

「
門
巷
丹
楓
落
つ
」。
な
お
、
中
国
の
楓
は
日
本
の
カ
エ
デ
と
別
種
。
葉
の
形
は
似
る
が
、
数
倍
も
大
き
い
。
こ
こ
は
、
日
本
の
カ
エ
デ
。　

烏
桕
―
烏
臼
と
も
。
楽
府
・
西
洲
曲
「
風
吹
烏
臼
樹
」。
正
確
に
は
中
国
産
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
だ
が
、
和
種
の
ハ
ゼ
ノ
キ
と
考
え
て
よ
い
。
楓



八

と
同
じ
く
、
紅
葉
す
る
落
葉
樹
。　

夕
陽
山
―
夕
日
に
照
り
映
え
る
山
を
圧
縮
し
た
表
現
。
賈
島
・
敡
法
師
を
送
る
「
高
雪
夕
陽
山
」。　

森

沈
―
畳
韻
語
。
林
が
こ
ん
も
り
と
茂
っ
て
い
る
さ
ま
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
林
の
暗
く
て
陰
鬱
な
さ
ま
。
阮
籍
・
詠
懐
其
五
十
一
「
松
柏
鬱

と
し
て
森
沈
」。　

石
逕
―
石
径
。
石
を
積
ん
で
作
ら
れ
た
山
道
。
杜
牧
・
山
行
「
遠
く
寒
山
を
上
っ
て
石
径
斜
め
な
り
」。　

白
雲
間
―
王
之

渙
・
涼
州
詞
二
首
其
一
「
黄
河
遠
く
上
る
白
雲
の
間
」。
詩
語
と
し
て
の
白
雲
に
は
、
山
中
の
隠
者
の
気
分
が
漂
う
。�

陶
弘
景
・
山
中
何
の

有
る
所
ぞ
と
詔
問
せ
ら
る
。
詩
を
賦
し
て
以
て
答
う
「
嶺
上
白
雲
多
し
」。

老
雨
云
。
淡
而
雅
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
淡た
ん

に
し
て
（
而
）
雅が

な
り
。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
無
欲
恬
淡
な
隠
者
の
気
風
も
あ
る
一
方
、
知
識
人
の
優
雅
さ
も
備
え
て
い
る
。

【
注
釈
】
淡
而
雅
―
隋
書
・
牛
弘
伝
「
淡
雅
の
（
之
）
風
有
り
」。
景
色
に
つ
い
て
も
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

18
庚こ

う

辰し
ん

一い
ち

日に
ち

　
　
　
岩が
ん

門も
ん

居こ

士じ

　
岡お
か

田だ

氏し

　
出い
ず
も雲
広ひ
ろ

瀬せ
の

人ひ
と

東
窓
迎
レ
白
坐
二
正
晨
一
。
殊
覚
瓶
梅
含
レ
笑
新
。
節
物
亦
随
二
人
意
一
改
。
纔
過
一
夜
即
回
レ
春
。

【
訓
読
】
東と

う

窓そ
う

白し
ろ

を
迎む
か

え
て
正せ
い

晨し
ん

に
坐ざ

す
。
殊こ
と

に
覚お
ぼ

ゆ
瓶へ
い

梅ば
い

の
笑わ
ら

い
を
含ふ
く

ん
で
新あ
ら

た
な
る
を
。
節せ
つ

物ぶ
つ

も
亦ま

た
人じ
ん

意い

に
随し
た
がい
て
改あ
ら
たま
る
。
纔わ
ず

か

に
一い

ち

夜や

を
過す

ご
す
や
即す
な
わち
春は
る

に
回か
え

る
。

【
大
意
】（
明
治
十
三
年
の
元
旦
）
東
側
の
窓
に
日
が
照
っ
て
白
ん
で
き
た
な
か
、
正
月
の
朝
を
坐
っ
て
迎
え
る
。
今
日
は
こ
と
に
花
瓶
に
生

け
た
梅
が
微
笑
ん
で
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
が
新
鮮
に
感
じ
る
。
季
節
の
事
物
も
人
の
気
持
ち
に
随
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
大

晦
日
の
一
夜
を
超
す
や
否
や
春
が
帰
っ
て
来
た
。
梅
の
花
に
も
私
に
も
。

【
注
釈
】
庚
辰
―
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）。
こ
の
号
の
出
版
さ
れ
た
年
。　

一
日
―
元
日
の
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。　

岡
田
岩
門
―
未
詳
。　

出
雲
広
瀬
人
―
広
瀬
は
現
安
来
市
。
出
雲
藩
の
支
藩
。
山
村
勉
斎
に
つ
な
が
る
藩
校
関
係
者
か
。　

迎
白
―
朝
日
を
迎
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

張
協
・
雑
詩
十
首
其
四
「
朝
霞
白
日
を
迎
う
」。　

坐
正
晨
―
正
晨
は
、
用
例
は
少
な
く
、
平
仄
上
も
問
題
が
あ
る
が
、
正
月
の
朝
の
意
で
よ

い
で
あ
ろ
う
。
劉
澄
甫
・
人
日
逢
春
「
暮
景
晴
旦
に
逢
い
、
幽
居
正
晨
を
喜
ぶ
」。　

含
笑
―
あ
か
ら
さ
ま
に
表
情
に
出
な
い
笑
い
。
ふ
く
み
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わ
ら
い
で
は
な
い
。
劉
琨
・
胡
姬
年
十
五
「
笑
い
を
含
む
酒
爐
の
前
」。　

節
物
―
季
節
の
風
物
。
梅
の
み
な
ら
ず
、
初
春
全
般
の
雰
囲
気
を

い
う
の
で
あ
ろ
う
。　

人
意
―
人
の
気
持
ち
。
情
緒
。
陳
汝
錫
・
劉
漕
に
寿
す
二
首
其
一
「
節
物
も
也
た
人
意
に
随
っ
て
好
し
」。　

回
春
―

暦
の
上
で
新
春
を
迎
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
春
の
気
分
に
な
る
こ
と
。
冬
去
春
来
。
蘇
軾
・
浪
淘
沙
探
春
「
檻
内
の
羣
芳
芽
未
だ
吐
か
ざ
る

に
、
早
く
も
已
に
回
春
」。

勉
斎
云
。
殊
覚
二
字
。
根
レ
坐
二
正
晨
一
。
而
已
胚
二
胎
第
三
意
味
一
。【
已
は
も
と
巳
に
作
る
。
今
改
む
】

【
訓
読
】
勉べ

ん

斎さ
い

云い

う
。
殊し
ゅ

覚か
く

の
二に

字じ

。
正せ
い

晨し
ん

に
坐ざ

す
に
根ね

ざ
し
。
而し
こ
うし
て
已す
で

に
第だ
い

三さ
ん

の
意い

味み

を
胚は
い

胎た
い

す
。

【
大
意
】「
殊
覚
（
こ
と
に
お
ぼ
ゆ
）」
の
二
字
は
上
の
句
の
「
正
晨
に
坐
す
」
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
だ
が
、
さ
ら
に
第
三
の
意
味
が
す
で

に
萌
し
て
い
る
わ
け
だ
。

【
注
釈
】
勉
斎
云
。
殊
覚
二
字
。
根
―
不
審
。
根
拠
と
す
る
の
意
に
と
っ
た
。
正
月
の
改
ま
っ
た
気
分
の
中
で
、
神
経
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
正

座
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
梅
の
変
化
に
特
に
気
が
付
い
た
と
い
う
こ
と
か
。　

胚
胎
第
三
意
味
―
こ
れ
も
何
が
第
三
の
意
味
な
の
か
不
審
。

覚
醒
す
る
（
目
が
冴
え
る
）、
梅
の
姿
に
気
が
付
く
、
一
種
の
悟
り
（
人
意
の
回
春
）
と
い
う
三
段
階
の
「
覚
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

19
観
レ
菊
有
レ
感
（
菊き
く

を
観み

て
感か
ん

有あ

り
）　
　
　
　
篤と
く

軒け
ん

居こ

士じ

　
岩い
わ

崎さ
き

氏し

　
仝ど
う

所し
ょ
の

人ひ
と

人
也
古
今
変
。
花
乎
今
古
侔
。
星
霜
千
百
歳
。
尚
見
二
晋
時
秋
一
。

【
訓
読
】
人ひ

と

也や

古こ

今き
ん

に
変へ
ん

ず
。
花は
な

乎か

今き
ん

古こ

に
侔ひ
と

し
。
星せ
い

霜そ
う

千せ
ん

百ひ
や
く

歳さ
い

。
尚な

お
見み

る
晋し
ん

時じ

の
秋あ
き

。

【
大
意
】（
菊
見
で
ふ
と
思
っ
た
こ
と
）
人
は
昔
と
今
は
変
わ
っ
て
し
ま
う
が
、
花
よ
お
ま
え
は
今
も
昔
も
同
じ
だ
な
あ
。
千
百
年
た
っ
て
も
、

陶
淵
明
が
見
た
東
晋
の
秋
の
菊
を
今
な
お
眼
前
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
注
釈
】
有
感
―
ふ
と
感
じ
た
こ
と
を
詠
む
体
裁
を
装
い
な
が
ら
、
裏
に
主
張
、
感
慨
の
あ
る
詩
題
の
付
け
方
。
維
新
後
の
世
の
変
転
が
意

識
に
あ
ろ
う
。　

岩
崎
篤
軒
―
岩
崎
澹
（
し
ず
か
）
か
。
元
広
瀬
藩
儒　
　

星
霜
―
星
は
一
年
に
天
を
一
周
し
、
霜
は
毎
年
降
る
と
こ
ろ
か

ら
一
年
。
引
い
て
長
い
年
月
を
あ
ら
わ
す
。　

晋
時
秋
―
陶
淵
明
・
飲
酒
其
五
「
菊
を
採
る
東
籬
の
下
」。
菊
の
花
は
当
然
秋
で
あ
る
。

勉
斎
云
。
多
少
感
慨
。
然
。
人
亦
有
二
今
古
之
侔
者
一
。
兄
其
可
知
レ
之
。



一
〇

【
訓
読
】
勉べ
ん

斎さ
い

云い

う
。
多た

少し
ょ
うの
感か
ん

慨が
い

ぞ
。
然し
か

れ
ど
も
。
人ひ
と

も
亦ま

た
今き
ん

古こ

の
（
之
）
侔ひ
と

し
き
者も
の

有あ

り
。
兄け
い

其そ

れ
之こ
れ

を
知し

る
可べ

し
。

【
大
意
】
山
村
勉
斎
。
こ
の
詩
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
感
慨
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
。
そ
う
は
い
っ
て
も
今
も
昔
も
同
じ
、
相
通
ず
る
も

の
を
持
つ
人
が
い
る
。
あ
な
た
は
き
っ
と
そ
れ
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

【
注
釈
】
多
少
―
疑
問
、
感
嘆
。
ど
れ
ほ
ど
の
。
多
く
の
数
量
に
対
し
て
言
う
場
合
が
多
い
。　

人
亦
有
今
古
之
侔
者
―
維
新
後
も
節
操
を

守
っ
た
人
を
い
う
の
か
。
人
類
普
遍
に
古
代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
道
徳
が
存
在
す
る
こ
と
を
い
う
の
か
。　

兄
―
年
上
の
人
に
親
愛
の
意
を
込
め

て
言
う
。
岩
崎
澹
な
ら
ば
、
勉
斎
の
十
数
歳
年
長
。

20
泛は

ん

舟し
ゆ
う　

　
半は
ん

醒せ
い

　
佐さ

川が
わ

氏し

　
出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

桃
霞
桜
雪
暎
レ
晴
鮮
。
気
暖
湖
山
春
靄
然
。
垂
柳
之
湾
芳
草
渚
。
有
二
氷
魚
一
処
便
停
レ
船
。

【
訓
読
】
桃と

う

霞か

桜お
う

雪せ
つ

晴は
れ

に
暎え
い

じ
て
鮮あ
ざ
やか
な
り
。
気き

暖あ
た
たか
く
し
て
湖こ

山ざ
ん

春は
る

は
靄あ
い

然ぜ
ん

た
り
。
垂す
い

柳り
ゆ
う

之の

湾わ
ん

芳ほ
う

草そ
う

の
渚な
ぎ
さ。
氷
ひ
よ
う

魚ぎ
よ

有あ

る
処
と
こ
ろ

便す
な
わち
船ふ
ね

を
停と
ど

む
。

【
大
意
】（
宍
道
湖
に
船
を
浮
か
べ
て
）
桃
に
か
か
っ
た
霞
、
桜
の
花
吹
雪
、
晴
天
の
中
、
照
り
映
え
て
鮮
や
か
で
あ
る
。
気
候
も
ぬ
る
く
な
っ

て
、
湖
と
そ
の
周
り
を
囲
む
山
々
に
春
の
気
配
が
ぼ
ん
や
り
と
漂
う
。
し
だ
れ
柳
の
植
わ
っ
た
入
江
、
薫
り
高
い
草
の
生
え
て
い
る
渚
、
白

魚
が
い
そ
う
な
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
や
否
や
、
舟
を
泊
め
た
。

【
注
釈
】
佐
川
半
醒
―
佐
川
環
。
佐
川
玄
玄
。
松
江
の
人
、
釈
天
鱗
に
従
学
す
。
の
ち
東
京
に
移
る
。
剪
淞
吟
社
社
員
。
著
書
に
『
仏
教
要

義
』。
子
は
、
英
学
者
、
俳
人
の
佐
川
春
水
。
春
水
の
子
は
、
島
根
大
学
教
授
（
英
米
文
学
）
佐
川
洋
。　

桃
霞
―
楊
万
里
・
戯
れ
に
司
花
謡

を
作
る
「
坐
客
は
桃
霞
李
雪
の
中
」。　

桜
雪
―
中
国
に
用
例
は
な
い
。
日
本
特
有
の
表
現
。　

暎
晴
鮮
―
暎
は
映
に
同
じ
。
陶
翰
・
房
侍
御

に
贈
る
「
雲
霞
映
晴
川
」。
中
国
で
晴
を
名
詞
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
ま
れ
。
日
本
語
的
な
言
い
方
か
。
鮮
は
鮮
明
、
色
彩
鮮
や
か
。
李
白
・

古
風
「
朝
日
艶
に
し
て
且
つ
鮮
」。　

気
暖
―
春
爛
漫
の
気
分
。
杜
甫
・
昼
夢
「
桃
花
気
暖
か
に
し
て
眼
は
自
ら
酔
う
」。　　

湖
山
―
お
そ
ら

く
宍
道
湖
と
周
辺
の
山
々
。　

春
靄
然
―
靄
は
藹
に
同
じ
。
穏
や
か
で
親
し
み
を
感
じ
る
こ
と
。
和
気
藹
々
。
施
彦
執
「
北
窓
炙
輠
」
巻
上

「
伯
淳
既
に
見
ゆ
る
に
、
和
気
藹
然
と
し
て
眉
宇
の
間
に
見
る
」。
こ
こ
は
も
や
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
兼
ね
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。　

渚

―
中
国
で
は
中
洲
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
は
波
打
ち
際
。　

有
氷
魚
処
―
二
字
＋
二
字
に
な
ら
ぬ
破
格
を
わ
ざ
と
用
い
た
。
氷
魚
は
、
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中
国
で
は
氷
の
下
の
魚
を
指
す
が
、
こ
こ
は
和
語
の
ひ
お
、
ひ
う
お
（
鮎
等
の
稚
魚
）
を
漢
字
に
し
た
和
漢
語
。
宍
道
湖
の
い
わ
ゆ
る
し
ら

う
お
に
援
用
。　

便
―
す
ぐ
に
。
そ
の
ま
ま
。　

停
船
―
崔
顥
・
長
干
曲
四
首
其
一
「
船
を
停
め
て
暫
く
借
問
す
、
或
い
は
お
そ
ら
く
是
れ
同

郷
な
ら
ん
か
と
」。

編
者
云
。
一
気
呵
成
。

【
訓
読
】
編へ

ん

者じ
や

云い

う
。
一い
っ

気き

呵か

成せ
い

。

【
大
意
】
編
者
（
平
賀
静
遠
か
）
評
。
一
気
に
作
り
上
げ
た
作
品
だ
（
気
迫
が
こ
も
り
、
首
尾
一
貫
し
て
い
る
）。

【
注
釈
】
一
気
呵
成
―
ひ
と
い
き
に
文
章
を
書
き
上
げ
る
こ
と
。
誉
め
言
葉
だ
が
、
和
臭
や
同
意
の
繰
り
返
し
が
多
い
粗
も
め
だ
つ
こ
と
を

揶
揄
す
る
気
分
も
あ
る
か
。
胡
応
麟
・
詩
薮
「
風
急
天
高
の
若
き
は
・
・
・
一
気
呵
成
な
り
」。

21
秋し

ゆ
う

雨う

　
　
　
蓼
り
よ
う

坪へ
い

　
中な
か

村む
ら

氏し

　
駿す
る
が河
静し
ず

岡お
か
の

人ひ
と

月
黒
陰
雲
覆
二
半
空
一
。
蕭
然
踈
雨
入
二
簾
櫳
一
。
知
他
三
径
就
荒
処
。
秋
蝶
夢
寒
残
菊
中
。【
三
号
附
正
誤
に
「
経
ハ
径
ノ
誤
」
と
い
う
。
今

此
に
依
っ
て
改
む
】

【
訓
読
】
月つ

き

黒く
ろ

く
し
て
陰い
ん

雲う
ん

半は
ん

空く
う

を
覆お
お

い
。
蕭
し
ょ
う

然ぜ
ん

た
る
踈そ

雨う

簾れ
ん

櫳ろ
う

に
入い

る
。
知し

る
他か

の
三さ
ん

径け
い

荒こ
う

に
就つ

く
処と
こ
ろ。
秋
し
ゆ
う

蝶ち
よ
う

夢ゆ
め

寒さ
む

し
残ざ
ん

菊ぎ
く

の
中う
ち

。

【
大
意
】（
秋
雨
）
月
が
な
く
て
真
っ
暗
な
夜
、
暗
い
雲
が
空
の
半
ば
を
覆
っ
て
い
る
。
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
寂
し
げ
な
雨
が
す
だ
れ
か
ら
入
っ

て
く
る
。
き
っ
と
、
わ
が
隠
者
風
味
の
庭
の
三
つ
の
小
道
が
荒
れ
果
て
た
あ
た
り
に
、
秋
の
蝶
が
散
り
か
け
た
菊
の
中
で
凍
え
な
が
ら
夢
を

み
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
注
釈
】
中
村
蓼
坪
―
静
岡
の
人
、
明
治
十
六
年
、
松
江
裁
判
所
判
事
た
り
。　

月
黒
―
雨
な
ど
で
月
光
の
殆
ど
な
い
こ
と
を
い
う
。
王
昌

齢
・
箜
篌
引
「
其
の
時
月
黒
く
し
て
猿
は
啾
啾
」。　

陰
雲
覆
半
空
―
李
商
隠
・
西
南
行
、
却
っ
て
相
い
送
る
者
に
寄
す
「
百
里
の
陰
雲
雪

泥
を
覆
う
」。
覆
は
、
上
か
ら
お
お
う
場
合
（
覆
蓋
）
に
用
い
る
の
で
、
こ
こ
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
半
空
も
空
中
と
い
う
意
味
。
そ
ら

を
お
お
う
と
い
う
和
語
を
漢
字
に
変
え
た
表
現
。　

蕭
然
―
ひ
っ
そ
り
と
し
て
寂
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
雰
囲
気
。
陶
淵
明
・
五
柳
先
生
伝

「
環
堵
蕭
然
」。　

踈
雨
―
ま
ば
ら
に
降
る
雨
。
岑
参
・
西
掖
省
即
事
「
北
山
疏
雨
朝
衣
に
点
ず
」。　

入
簾
櫳
―
謝
恵
連
・
七
月
七
日
夜
牛
女



一
二

を
詠
む
「
昇
月
簾
櫳
を
照
ら
す
」。
簾
は
カ
ー
テ
ン
、
櫳
は
窓
枠
だ
が
、
簾
の
方
に
焦
点
が
あ
る
。　

知
他
―
多
く
は
、
知
ら
ん
や
と
訓
じ
て
、

疑
問
の
意
に
と
る
。
和
語
の
「
か
し
ら
（
ん
）」
に
当
た
る
。
た
だ
こ
こ
は
、
知
る
（
知
っ
て
い
る
）
と
肯
定
で
読
ん
で
も
よ
か
ろ
う
。
他

は
漠
然
と
状
況
を
指
す
。　

三
径
就
荒
―
陶
淵
明
・
帰
去
来
兮
辞
「
三
径
荒
に
就
き
、
松
菊
猶
お
存
す
」。
三
径
は
、
漢
の
蒋
詡
が
庭
に
三
本

の
小
道
を
作
り
、
松
・
菊
・
竹
を
そ
れ
ぞ
れ
に
植
え
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
。
隠
者
好
み
の
庭
を
い
う
。　

秋
蝶
―
和
漢
と
も
に
春
の
蝶
が

多
く
詠
ま
れ
て
、
秋
の
蝶
が
詠
ま
れ
た
場
合
は
う
ら
ぶ
れ
た
哀
れ
を
催
す
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
白
居
易
に
秋
蝶
の
詩
あ
り
。　

老
雨
云
。
寒
字
妙
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
寒か
ん

字じ

妙み
よ
うな
り
。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
寒
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
事
だ
。

【
注
釈
】
寒
字
妙
―
結
句
は
、『
荘
子
』
の
胡
蝶
の
夢
を
典
故
と
す
る
が
、
こ
の
夢
は
、
原
典
と
違
っ
て
、
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
、
つ

ら
い
、
わ
び
し
い
も
の
。
お
そ
ら
く
は
作
者
自
身
の
心
象
風
景
。　

22
西せ

い

京け
い

　
　
　
河か
わ

原は
ら

進す
す
む　
出い
ず
も雲
楯た
て

縫ぬ
い

郡ぐ
ん
の

人ひ
と

九
陌
縦
横
漲
二
軟
紅
一
。
参
差
楼
閣
夕
陽
中
。
村
童
何
幸
初
来
レ
此
。
拝
得
千
年
古
国
風
。

【
訓
読
】
九

き
ゆ
う

陌ば
く

縦じ
ゆ
う

横お
う

し
軟な
ん

紅こ
う

漲み
な
ぎり
。
参し
ん

差し

た
る
楼ろ
う

閣か
く

夕せ
き

陽よ
う

の
中う
ち

。
村そ
ん

童ど
う

何な
ん

の
幸さ
い
わい
あ
り
て
か
初は
じ

め
て
此こ
こ

に
来き

た
る
。
拝お
が

み
得え

た
り
千せ
ん

年ね
ん

古こ

国こ
く

の
風ふ
う

。

【
大
意
】（
京
の
都
）
た
く
さ
ん
の
大
通
り
が
縦
横
に
走
る
中
、
や
わ
ら
か
な
赤
い
花
が
満
ち
満
ち
て
い
る
よ
う
な
に
ぎ
や
か
さ
。
夕
陽
の
中
、

二
階
建
て
の
家
の
で
こ
ぼ
こ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
広
が
る
。
田
舎
の
ガ
キ
で
あ
る
私
は
、
ど
う
い
う
幸
せ
に
恵
ま
れ
た
の
か
、
生
ま
れ
て
初
め

て
こ
こ
に
き
て
、
千
年
も
続
く
古
都
の
風
景
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
。

【
注
釈
】
西
京
―
東
京
に
対
し
て
、
京
都
を
い
う
。
こ
の
時
期
、
東
京
は
ま
だ
と
う
け
い
と
漢
音
で
読
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ

に
あ
わ
せ
て
せ
い
け
い
と
読
ん
だ
。　

河
原
進
―
未
詳
。　

楯
縫
郡
―
現
出
雲
市
平
田
町
を
中
心
と
し
た
郡
名
。
風
土
記
の
時
代
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
。
明
治
二
十
九
年
、
簸
川
郡
成
立
に
よ
り
廃
止
。　

九
陌
―
都
の
何
本
も
あ
る
大
通
り
。
京
都
の
東
西
を
貫
く
通
り
は
、
九
条
ま
で
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一
三

あ
る
。
駱
賓
王
・
帝
京
篇
「
三
条
九
陌
麗
城
の
隈
」。　

縦
横
漲
軟
紅
―
都
会
の
繁
華
な
さ
ま
。
や
わ
ら
か
な
赤
い
花
が
塵
と
な
っ
て
舞
う
よ

う
な
あ
で
や
か
な
雑
踏
。
蘇
轼
・
蔣
穎
叔
、
銭
穆
父
の
景
霊
宮
に
従
駕
す
、
に
次
韻
す
「
軟
紅
猶
お
恋
う
車
塵
に
属
な
る
を
」。
そ
の
自
注

「
前
輩
戯
語
に
、
西
湖
の
風
月
、
東
華
の
軟
紅
香
土
に
如
か
ず
（
不
）
と
有
り
」。　

参
差
楼
閣
―
参
差
は
、
ぎ
ざ
ぎ
ざ
、
長
短
ば
ら
ば
ら
な

さ
ま
を
表
す
双
声
の
語
。
陸
游
・
横
塘
「
参
差
た
る
楼
閣
高
城
の
上
」。　

夕
陽
中
―
白
居
易
・
偶
ま
飲
む
「
妓
亭
檐
下
夕
陽
の
中
」。　

村
童

―
田
舎
の
子
。
王
維
・
鄭
州
に
宿
す
「
村
童
雨
中
に
牧
す
」。　

何
幸
―
劉
希
夷
・
嵩
岳
に
笙
を
聞
く
「
何
の
幸
い
あ
り
て
か
幽
音
を
承
く
」。

幸
運
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
気
持
ち
。　

拝
得
―
得
を
付
け
て
拝
を
二
文
字
に
の
ば
し
た
が
、
可
能
の
意
も
あ
り
。
蘇
泂
・
拝

年
の
人
其
一
「
拜
し
得
た
り
老
人
の
山
上
に
去
る
を
」。�　

古
国
風
―
古
い
伝
統
を
持
つ
土
地
の
お
国
ぶ
り
。
貫
休
・
王
慥
常
侍
卒
す
る
を

聞
く
三
首
其
三
「
重
ね
て
興
す
古
国
の
風
」。

老
雨
云
。
眞
是
西
京
詩
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
眞ま
こ
とに
是こ
れ

れ
西せ
い

京け
い

の
詩し

。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
こ
れ
は
ほ
ん
と
に
京
都
の
実
景
を
う
た
っ
た
詩
だ
。

【
注
釈
】
眞
是
西
京
詩
―
雨
森
精
翁
は
、
幕
末
、
他
藩
と
の
外
交
の
た
め
、
し
ば
し
ば
京
都
を
訪
れ
た
。
私
も
京
都
に
滞
在
し
た
か
ら
、
こ

の
詩
の
感
動
が
よ
く
わ
か
る
と
い
う
気
持
ち
。

23
咏
菊
（
菊き

く

を
咏よ

む
）　
　
　
　
逐ち
く

浪ろ
う

　
富と
み

永な
が

氏し

　
伊い

豫よ

宇う

和わ

嶋じ
ま
の

人ひ
と

濃
紅
澹
白
一
枝
々
。
培
養
功
成
漸
及
レ
時
。
屈
レ
指
重
陽
無
二
幾
日
一
。
為
編
圃
畔
小
笆
籬
。

【
訓
読
】
濃の

う

紅こ
う

澹た
ん

白ぱ
く

一い
つ

枝し

し々

。
培ば
い

養よ
う

の
功こ
う

成な

り
漸よ
う
やく
時と
き

に
及お
よ

ぶ
。
指ゆ
び

を
屈く
つ

す
れ
ば
重
ち
ょ
う

陽よ
う

幾い
く

日に
ち

も
無な

し
。
為た
め

に
編あ

む
圃ほ

畔は
ん

の
小
し
よ
う

笆は

籬り

。

【
大
意
】（
菊
の
詩
）
濃
い
赤
の
菊
、
ほ
の
か
な
白
の
菊
が
一
枝
一
枝
に
咲
い
て
い
る
。
長
い
間
育
て
た
結
果
が
出
て
、
だ
ん
だ
ん
と
咲
く
べ

き
時
に
な
っ
て
い
く
。
指
を
折
れ
ば
、
重
陽
の
節
句
ま
で
も
う
幾
日
も
な
い
の
で
、
畑
の
そ
ば
に
小
さ
な
垣
根
を
作
っ
て
や
っ
た
。

【
注
釈
】
富
永
逐
浪
―
名
は
空
庵
。
伊
豫
の
人
。
明
治
十
六
年
、
白
潟
小
学
校
長
た
り
。　

伊
豫
宇
和
嶋
―
愛
媛
県
宇
和
島
市
。
幕
末
は
伊
達

宇
和
島
藩
。　

及
時
―
時
節
を
逃
さ
ず
間
に
合
う
こ
と
。
陶
淵
明
・
雑
詩
「
時
に
及
ん
で
当
に
勉
励
す
べ
し
」。　

屈
指
―
指
折
り
日
に
ち
を



一
四

数
え
る
こ
と
。
短
い
期
間
（
ま
も
な
く
）
の
場
合
が
多
い
。　

重
陽
―
旧
暦
九
月
九
日
。
菊
酒
を
飲
み
長
寿
を
祈
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
日
本

で
は
特
に
菊
の
節
句
と
い
う
。　

無
幾
日
―
王
維
・
魏
郡
李
太
守
の
赴
任
す
る
を
送
る
「
君
行
く
こ
と
幾
日
も
無
く
し
て
、
当
に
復
た
山
陂

を
隔
つ
べ
し
」。　

笆
籬
―
芦
や
木
の
枝
で
作
っ
た
垣
根
。
王
建
・
長
安
県
後
庭
に
花
を
看
る
「
新
た
に
石
笋
を
排
べ
て
笆
篱
を
遶
ら
す
」。

老
雨
云
。
愛
レ
菊
之
情
。
溢
二
言
表
一
。
○
編
者
云
。
好
詩
不
二
必
点
一
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
菊き
く

を
愛あ
い

す
る
の
（
之
）
情じ
よ
う。
言げ
ん

表ぴ
よ
うに
溢あ
ふ

る
。
○
編へ
ん

者じ
や

云い

う
。
好こ
う

詩し

必か
な
らず
し
も
点て
ん

せ
ず
（
不
）。

【
大
意
】
雨
森
老
雨
評
。
菊
を
愛
す
る
気
持
ち
が
、
言
外
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
編
集
者
評
。
素
晴
ら
し
い
詩
で
、
批
点
を
加
え
る
必
要
が
な
い
。

【
注
釈
】
溢
言
表
―
表
は
外
。
言
葉
で
は
は
っ
き
り
言
わ
な
い
が
、
作
者
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
る
。　

好
詩
不
必
点
―
全
句
が
よ
い
の
で
、

ど
こ
か
一
部
に
批
点
を
付
け
る
必
要
が
な
い
。
実
際
、
原
本
の
こ
の
詩
の
右
に
は
他
の
作
品
と
違
っ
て
、
〇
や
・
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

24
夜や

泊は
く

　
　
　
蕉
し
よ
う

雨う

閑か
ん

人じ
ん

　
坂さ
か

田た

氏し

　
出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

江
頭
月
冷
夜
漫
々
。
霜
気
侵
レ
衣
眠
未
レ
安
。
忽
訝
篷
窓
白
レ
於
レ
雪
。
扁
舟
流
在
二
葦
花
灘
一
。

【
訓
読
】
江こ

う

頭と
う

月つ
き

冷ひ
や

や
か
な
り
夜よ
る

漫ま
ん

々ま
ん

。
霜そ
う

気き

衣こ
ろ
もを
侵お
か

し
て
眠ね
む

り
未い
ま

だ
安や
す

か
ら
ず
。
忽た
ち
まち
訝い
ぶ
かる
篷ほ
う

窓そ
う

雪ゆ
き

於よ

り
も
白し
ろ

き
を
。
扁へ
ん

舟し
ゆ
う

流な
が

れ
て
葦い

花か

の
灘た
ん

に
在あ

り
。

【
大
意
】（
夜
船
で
一
泊
）
川
辺
に
月
は
寒
々
と
照
り
夜
の
闇
は
ど
こ
ま
で
も
広
が
っ
て
い
く
。
霜
を
含
ん
だ
空
気
が
服
に
し
の
び
込
ん
で
き

て
十
分
に
眠
れ
な
い
。
お
や
何
だ
ろ
う
。
急
に
、
と
ま
舟
の
窓
が
雪
よ
り
も
白
く
な
っ
た
。
小
舟
が
あ
し
の
花
咲
く
浅
瀬
に
流
れ
込
ん
だ

の
だ
。

【
注
釈
】
夜
泊
―
宍
道
湖
、
斐
伊
川
、
大
橋
川
の
水
系
で
あ
ろ
う
か
。　

坂
田
蕉
雨
―
不
詳
。　

江
頭
―
頭
は
も
の
の
端
。
川
岸
。
宍
道
湖
も

江
と
見
な
し
う
る
。　

夜
漫
々
―
夜
の
暗
闇
が
、
時
間
的
に
も
、
空
間
的
に
も
、
と
り
と
め
な
く
広
が
っ
て
い
る
様
子
（
あ
た
か
も
湖
水
の

ご
と
く
）。
飯
牛
歌
・
長
夜
漫
漫
何
の
時
に
か
旦
け
ん
。　

霜
気
侵
衣
―
清
の
人
許
儒
龍
・
白
鑾
江
痾
を
抱
い
て
夜
坐
す
「
霜
気
衣
を
侵
し
て

夢
成
ら
ず
（
不
）」。
偶
然
の
類
似
か
。　

眠
未
安
―
未
は
過
去
の
否
定
で
は
な
く
、
あ
る
状
態
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。　

忽
訝
―
訝

は
驚
い
て
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
不
思
議
に
思
う
。
韓
偓
・
及
第
過
堂
の
日
の
作
「
忽
ち
訝
る
麻
衣
相
庭
に
謁
す
る
を
」。　

篷
窓
―
と
ま
ぶ
き
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一
五

の
小
舟
の
窓
。　

扁
舟
―
小
舟
。
史
記
・
貨
殖
列
伝
「（
范
蠡
）
乃
ち
扁
舟
に
乗
っ
て
江
湖
に
遊
ぶ
」。　

葦
花
灘
―
灘
は
、
流
れ
の
は
や
い
浅

瀬
を
普
通
は
言
う
が
、
岸
近
く
の
中
州
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
は
後
者
で
あ
ろ
う
。
宍
道
湖
は
明
治
ま
で
、
芦
に
一
面
お
お
わ
れ
て
い

た
と
い
う
。
葦
花
は
、
正
確
に
は
、
花
で
は
な
く
、
実
を
結
ん
で
白
い
綿
毛
を
生
じ
た
状
態
。

老
雨
云
。
夜
泊
往
々
有
二
此
景
況
一
。
非
二
実
践
者
一
恐
不
レ
知
。
○
編
者
云
。
画
手
不
レ
及
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
夜や

泊は
く

往お
う

々お
う

に
し
て
此こ

の
景け
い

況き
よ
う

有あ

り
。
実じ
つ

践せ
ん

す
る
者も
の

に
非あ
ら

ざ
れ
ば
恐お
そ

ら
く
は
知し

ら
ざ
（
不
）
ら
ん
。
○
編へ
ん

者じ
や

云い

う
。
画が

手し
ゆ

も
及お
よ

ば
ず
（
不
）。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
船
中
で
夜
泊
し
た
と
き
し
ば
し
ば
あ
る
光
景
。
実
際
に
経
験
し
た
も
の
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
な
あ
。
編

集
者
評
。
絵
描
き
で
も
描
け
な
い
光
景
を
よ
く
描
写
し
て
い
る
。

【
注
釈
】
夜
泊
往
々
有
此
景
況
―
光
景
、
状
況
に
同
じ
。　

非
実
践
―
宋
史
・
理
宗
紀
二
「
我
が
朝
の
周
敦
頤
・
張
載
・
程
顥
・
程
頤
に
至
り

て
、
真
見
実
践
、
深
く
聖
域
を
探
る
」。　

画
手
―
絵
描
き
の
名
手
。
結
局
、
一
幅
の
絵
を
見
る
よ
う
な
迫
真
の
描
写
を
た
た
え
る
。
杜
甫
・

冬
日
洛
城
北
玄
元
皇
帝
廟
に
謁
す
「
画
手
前
輩
を
看
る
」。

25
夏か

日じ
つ
の

田で
ん

園え
ん

　
　
　
樵
し
よ
う

雲う
ん

山さ
ん

人じ
ん

　
鵜う

飼か
い

氏し

　
仝ど
う

所し
よ
の

人ひ
と

【
三
号
附
正
誤
に
「
春
ハ
夏
ノ
誤
」
と
い
う
。
今
此
に
依
っ
て
改
む
】

万
頃
連
雲
麦
浪
黄
。
野
人
此
際
事
二
蚕
桑
一
。
掲
レ
簾
静
坐
薫
風
裏
。
燕
子
花
辺
燕
子
忙
。

【
訓
読
】
万ば

ん

頃け
い

の
連れ
ん

雲う
ん

麦ば
く

浪ろ
う

黄き

な
り
。
野や

人じ
ん

此こ

の
際さ
い

に
蚕さ
ん

桑そ
う

を
事こ
と

と
す
。
簾す
だ
れを
掲か
か

げ
て
静せ
い

坐ざ

す
薫く
ん

風ぷ
う

の
裏う
ち

。
燕え
ん

子し

花か

辺へ
ん

に
燕え
ん

子し

忙い
そ
がし
。

【
大
意
】（
夏
の
日
の
田
圃
で
）
広
く
広
く
連
な
る
雲
、
地
上
で
は
麦
畑
が
風
に
な
び
い
て
黄
色
の
波
を
広
げ
る
。
百
姓
で
あ
る
私
は
こ
ん
な

い
い
時
候
に
も
閉
じ
こ
も
っ
て
養
蚕
に
精
を
出
し
て
い
る
。
作
業
の
手
を
休
め
、
す
だ
れ
を
あ
げ
て
、
薫
風
が
吹
く
中
、
静
か
に
坐
っ
て
外

を
眺
め
る
と
、
か
き
つ
ば
た
の
そ
ば
で
ツ
バ
メ
が
せ
わ
し
く
飛
び
交
っ
て
い
た
。

【
注
釈
】
夏
日
―
訂
正
後
の
よ
う
に
、
季
節
は
夏
。　

鵜
飼
樵
雲
―
不
詳
。　

万
頃
―
頃
は
百
畝
。　

連
雲
―
雲
が
相
連
な
る
（
広
さ
の
形

容
）。　

麦
浪
―
麦
が
一
面
に
波
打
つ
様
。
欧
陽
脩
・
太
清
宫
に
遊
ぶ
。
城
を
出
づ
る
馬
上
の
口
占
「
野
闊
く
風
麦
浪
を
摇
ら
し
て
寒
し
」。　

野
人
―
本
来
は
町
に
住
ま
ぬ
郊
外
の
無
官
の
人
を
い
う
が
、
広
く
農
民
を
指
す
。　

此
際
―
此
時
に
同
じ
。
平
仄
の
関
係
で
用
い
た
。
口
語



一
六

的
。　

事
蚕
桑
―
陌
上
桑
「
羅
敷
蚕
桑
に
善
し
」。
養
蚕
は
、
蚕
に
桑
の
葉
を
あ
て
が
う
初
夏
に
室
内
で
徹
夜
の
作
業
が
続
く
。　

薫
風
―
初

夏
の
穏
や
か
で
温
か
い
南
風
。
呂
氏
春
秋
・
有
始
「
東
南
を
薫
風
と
曰
う
」。　

燕
子
花
辺
―
カ
キ
ツ
バ
タ
。
中
国
で
は
詩
語
と
し
て
は
一
般

的
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
花
が
ツ
バ
メ
に
似
て
い
る
。　

燕
子
忙
―
燕
子
の
子
は
助
辞
。
燕
子
花
と
語
呂
合
わ
せ
で
軽
快
な
リ
ズ
ム
を
作

る
と
と
も
に
、
雨
森
精
翁
の
評
す
る
よ
う
に
、
静
忙
を
対
比
し
て
い
る
。

老
雨
云
。
静
忙
暎
帯
太
好
。
○
勉
斎
云
。
平
而
峻
。
淡
而
濃
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
静せ
い

忙ぼ
う

の
暎え
い

帯た
い

太は
な
はだ
好よ

し
。
○
勉べ
ん

斎さ
い

云い

う
。
平へ
い

に
し
て
（
而
）
峻し
ゆ
ん。
淡た
ん

に
し
て
（
而
）
濃の
う

。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
静
か
さ
と
忙
し
さ
の
対
比
が
優
れ
て
い
る
。
〇
勉
斎
評
。
平
穏
で
あ
る
か
の
よ
う
で
、
激
し
さ
が
あ
り
、
あ
っ
さ

り
し
て
い
る
よ
う
で
細
や
か
で
あ
る
。

【
注
釈
】
静
忙
―
麦
浪

⇔

蚕
桑

⇔

静
座
。
燕
子
花

⇔
燕
子
忙
。　

暎
帯
―
暎
は
映
に
同
じ
。
色
が
映
え
あ
う
こ
と
。
詩
文
の
前
後
が
対
応
す
る

こ
と
も
言
う
。
王
羲
之
・�

蘭
亭
州
序
「
又
清
流
激
湍
有
っ
て
、
左
右
に
映
带
す
」。
こ
こ
は
自
然
描
写
と
レ
ト
リ
ッ
ク
の
両
方
を
い
う
で
あ

ろ
う
。　

平
而
峻
―
特
に
前
半
。
蚕
桑
は
、
蚕
の
桑
を
食
べ
る
音
が
激
し
い
。　

淡
而
濃
―
特
に
後
半
。
静
座
は
気
持
ち
が
仕
事
か
ら
離
れ
て

淡
泊
。
燕
子
花
の
色
は
濃
厚
。

26
煎せ

ん

茶ち
や

　
　
　
信し
ん

斎さ
い

　
大お
お

野の

氏し

　
仝ど
う

所し
よ
の

人ひ
と

閑
汲
二
前
渓
水
一
。
芳
茶
煮
二
石
瓶
一
。
香
煙
三
四
縷
。
和
レ
月
遶
二
窓
櫺
一
。

【
訓
読
】
閑し

ず

か
に
前ぜ
ん

渓け
い

の
水み
ず

を
汲く

み
。
芳ほ
う

茶ち
や

石せ
き

瓶へ
い

に
煮に

る
。
香こ
う

煙え
ん

三さ
ん

四し

の
縷い
と

。
月つ
き

に
和わ

し
て
窓そ
う

櫺れ
い

を
遶め
ぐ

る
。

【
大
意
】（
茶
を
煮
る
）
の
ん
び
り
と
家
の
前
の
谷
水
を
汲
み
、
薫
り
高
い
お
茶
を
石
の
土
瓶
で
煮
る
。
か
ぐ
わ
し
い
茶
の
香
り
が
す
る
か
す

か
な
湯
気
が
三
四
本
立
っ
て
、
月
の
光
と
混
じ
り
な
が
ら
格
子
窓
を
巡
っ
て
い
る
。

【
注
釈
】
煎
茶
―
茶
葉
を
煮
て
飲
む
茶
を
作
る
こ
と
。
現
代
日
本
の
緑
茶
の
一
種
や
製
法
を
指
す
用
法
と
は
違
う
。
封
演
・
封
氏
聞
見
記
・

飲
茶
「
城
市
多
く
店
舗
を
開
き
、
茶
を
煎
て
之
を
売
る
」。　

大
野
信
斎
―
不
明
。　

閑
汲
―
兪
桂
・
夏
昼
「
閑
か
に
清
泉
を
汲
ん
で
自
ら
茶

を
煮
る
」。　

煮
石
瓶
―
曹
松
・
鶴
鳴
泉
に
題
す
「
満
と
し
て
石
瓶
に
汲
ん
で
回
る
」。　

香
煙
―
香
を
た
い
た
煙
が
普
通
の
意
味
だ
が
、
こ
こ



訳
注
『
風
月
小
誌
』
第
二
号
（
中
）

一
七

は
茶
の
香
り
が
す
る
湯
気
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。　

和
月
―
月
光
と
調
和
し
て
。
月
光
と
く
ん
ず
ほ
ぐ
れ
つ
の
様
か
。
黄
庭
堅
・
寄
せ
て
叔
父

夷
仲
に
上
ま
つ
る
三
首
其
一
「
夢
魂
は
月
に
和
し
て
秦
隴
を
遶
る
」。　

窓
櫺
―
窓
の
格
子
。
裴
铏
・
伝
奇
・
崔
煒
「
窓
櫺
を
断
っ
て
躍
り
出

づ
」。

老
雨
云
。
清
淡
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
清せ
い

淡た
ん

。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
清
ら
か
で
淡
泊
な
味
わ
い
。

【
注
釈
】
清
淡
―
清
く
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
こ
と
。
世
俗
の
欲
望
が
少
な
い
こ
と
。
世
説
新
語
・
言
語
注
所
引
王
中
郎
伝
「
祖
は
東
海
太
守

丞
、
清
淡
平
遠
」。

27
探
レ
春
　
得
雪
字
（
春は
る

を
探さ
ぐ

る
、
雪せ
つ

の
字じ

を
得え

た
り
）　
　
　
槻き

陰い
ん

処し
よ

士し

　
若わ
か

槻つ
き

氏し

　
名な
は

敬け
い 

字
あ
ざ
な
は

緝し
ゆ
う

煕き

　
仝ど
う

所し
ょ
の

人ひ
と

短
杖
趂
二
晴
色
一
。
春
泥
路
凹
凸
。
柳
梢
未
レ
著
レ
金
。
梅
萼
些
含
レ
雪
。
流
水
上
二
鴎
身
一
。
微
風
皷
二
鶯
舌
一
。
煙
光
争
入
レ
詩
。
不
三
復
問
二
工

拙
一
。

【
訓
読
】
短た

ん

杖じ
よ
う

晴せ
い

色し
よ
くを

趂お

い
。
春
し
ゆ
ん

泥で
い

路み
ち

は
凹お
う

凸と
つ

。
柳
り
ゆ
う

梢し
よ
う

未い
ま

だ
金き
ん

を
著つ

け
ず
。
梅ば
い

萼が
く

些い
さ
さ

かか

雪ゆ
き

を
含ふ
く

む
。
流
り
ゅ
う

水す
い

鴎お
う

身し
ん

に
上の
ぼ

り
。
微び

風ふ
う

鶯お
う

舌ぜ
つ

を
皷こ

す
。
煙え
ん

光こ
う

争あ
ら
そい
て
詩し

に
入い

る
。
復ま

た
工こ
う

拙せ
つ

を
問と

わ
ず
（
不
）。

【
大
意
】（
春
の
景
色
遊
覧
。
詩
会
の
く
じ
で
雪
の
字
を
引
い
た
）
短
い
杖
を
突
い
て
晴
れ
渡
っ
た
景
色
を
訪
ね
行
く
。
春
の
雪
解
け
の
泥
道

は
で
こ
ぼ
こ
。
柳
の
梢
は
ま
だ
金
色
の
つ
ぼ
み
を
付
け
な
い
。
梅
の
つ
ぼ
み
は
少
し
ば
か
り
の
花
び
ら
が
見
え
か
け
て
い
る
。
流
れ
る
川
の

水
が
鴎
の
体
を
の
ぼ
っ
て
い
く
。
そ
よ
風
が
そ
の
舌
を
共
鳴
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
、
鶯
の
声
。
霞
ん
だ
素
晴
ら
し
い
あ
れ
こ
れ
の
景
色
が
わ

が
詩
作
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
う
ま
い
下
手
な
ど
関
係
な
く
、
私
は
詩
作
を
楽
し
も
う
。

【
注
釈
】
探
春
得
雪
字
―
詩
宴
で
探
春
の
題
が
出
て
、
何
か
の
句
か
ら
選
ん
だ
字
で
作
っ
た
く
じ
を
引
く
と
雪
字
が
出
た
の
で
、
雪
字
を
韻

と
し
て
用
い
、
雪
の
属
す
る
屑
韻
（
平
水
韻
）
で
作
詩
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。　

若
槻
槻
陰
―
若
槻
守
拙
。
名
は
敬
。
松
江
の
人
。
雨
森
精

翁
・
沢
野
含
斎
に
従
学
し
、
島
根
・
乃
木
・
仁
多
の
郡
長
を
歴
任
す
。
明
治
三
十
五
年
没
す
。
年
五
十
三
な
り
。
総
理
大
臣
若
槻
礼
次
郎
の



一
八

母
方
の
叔
父
で
養
父
。
詩
集
『
槻
陰
遺
稿
』。　

名
敬
字
緝
煕
―
詩
・
大
雅
・
文
王
「
穆
穆
た
る
文
王
、
於
（
あ
あ
）
緝
煕
し
て
敬
し
む
止
」

に
よ
る
。　

短
杖
―
軽
い
散
策
の
た
め
だ
ろ
う
。　

趂
―
趁
の
俗
字
。　

春
泥
路
凹
凸
―
凸
に
テ
ツ
の
音
あ
り
（
意
味
は
違
う
）。
屑
韻
と
し
て

用
い
る
。　

柳
梢
―
白
居
易
・
四
年
春
「
柳
梢
黄
嫩
と
し
て
草
芽
新
た
な
り
」。　

梅
萼
―
梅
の
つ
ぼ
み
。
欧
陽
脩
・
玉
楼
春
・
上
林
の
後
亭

に
題
す
「
柳
眼
未
だ
開
か
ず
梅
蕚
小
な
り
」。　

些
―
い
さ
さ
か
の
意
は
俗
語
的
で
、
詩
語
と
し
て
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。　

含
雪
―
崔
道

融
・
梅
花
「
数
萼
初
め
て
雪
を
含
む
」。
雪
は
、
雪
そ
の
も
の
で
は
な
く
花
の
色
の
象
徴
。
含
は
つ
ぼ
み
の
内
部
で
花
び
ら
が
成
長
し
て
い

る
こ
と
。　

皷
鶯
舌
―
皷
は
鼓
に
同
じ
。
皷
は
鼓
に
同
じ
。
動
詞
と
し
て
用
い
た
か
。
逸
周
書
・
芮
良
夫
「
小
人
は
鼓
舌
す
」。
お
べ
ん
ち
ゃ

ら
な
ど
の
意
で
、
よ
い
意
味
で
は
あ
ま
り
用
い
な
い
。　

煙
光
―
霞
の
か
か
っ
た
ボ
ヤ
っ
と
し
た
光
景
。
主
に
美
し
い
春
景
を
い
う
。　

争
入

詩
―
皎
然
・
峴
山
に
て
崔
子
向
の
宣
州
に
之
き
て
裴
使
君
に
謁
す
る
を
送
る
「
楚
思
詩
に
入
り
て
清
し
」。

勉
斎
云
。
用
字
平
々
。
不
レ
似
二
分
レ
字
者
一
。

【
訓
読
】
勉べ

ん

斎さ
い

云い

う
。
用よ
う

字じ

平へ
い

々へ
い

。
字じ

を
分わ

か
つ
者も
の

に
似に

ず
（
不
）。

【
大
意
】
山
村
勉
斎
評
。
穏
当
至
極
な
言
葉
遣
い
で
無
理
が
な
い
。
分
韻
の
く
じ
で
作
ら
さ
れ
た
詩
と
は
と
て
も
思
え
ぬ
。

【
注
釈
】
平
々
―
習
熟
し
て
秩
序
が
あ
る
こ
と
。
書
経
・
洪
範
「
偏
無
く
党
無
し
、
王
道
平
平
」。

28
月げ

つ

下か

独ど
く

坐ざ

　
　
清せ
い

修し
ゆ
う

閑か
ん

人じ
ん

　
柘つ

植げ

氏し

　
名な
は

正せ
い

富ふ

字
あ
ざ
な
は

士し

潤じ
ゆ
ん　
仝ど
う

所し
よ
の

人ひ
と

露
濯
二
清
輝
一
月
色
明
。
敲
レ
詩
独
坐
養
二
幽
情
一
。
芭
蕉
時
向
二
西
風
一
舞
。
忽
払
二
紗
窓
一
影
有
レ
声
。

【
訓
読
】
露つ

ゆ

は
清せ
い

輝き

を
濯す
す

ぎ
月げ
つ

色し
よ
く

明あ
き

ら
か
な
り
。
詩し

を
敲た
た

い
て
独ひ
と

り
坐ざ

し
幽ゆ
う

情じ
よ
うを
養や
し
なう
。
芭ば

蕉し
よ
う

時と
き

に
西せ
い

風ふ
う

に
向む

か
っ
て
舞ま

い
。
忽た
ち
まち
紗し
ゃ

窓そ
う

を
払は
ら

っ
て
影か
げ

に
声こ
え

有あ

り
。

【
大
意
】（
月
の
光
の
さ
す
中
で
、
ひ
と
り
す
わ
り
な
が
ら
）
き
よ
ら
か
な
光
が
露
に
洗
わ
れ
て
、
月
が
い
っ
そ
う
明
る
く
輝
く
。
詩
を
あ
れ

こ
れ
ひ
ね
り
な
が
ら
、
一
人
部
屋
に
た
た
ず
ん
で
静
か
な
気
持
に
浸
る
。
芭
蕉
の
葉
が
時
々
西
風
に
あ
た
っ
て
舞
い
踊
り
、
絹
の
カ
ー
テ
ン

が
か
か
っ
た
窓
を
さ
っ
と
払
う
。
あ
た
か
も
そ
の
影
か
ら
声
が
出
て
く
る
か
の
よ
う
だ
。

【
注
釈
】
月
下
独
坐
―
李
白
の
月
下
独
酌
の
詩
題
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。　

柘
植
清
修
―
不
詳
。　

露
濯
清
輝
―
杜
審
言
・
康
五
庭
芝
月
を
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一
九

望
ん
で
懐
う
有
り
「�

露
は
濯
ぐ
清
輝
の
苦
き
を
」。
清
輝
は
月
の
清
ら
か
な
光
を
指
す
。
杜
甫
・
月
夜
「
清
輝
玉
臂
寒
か
ら
ん
」。　

敲
詩
―

賈
島
の
推
敲
の
故
事
よ
り
、
詩
を
推
敲
す
る
こ
と
。
呂
本
中
・
長
嘯
夜
泊
「
敲
詩
吟
人
の
甕
」。　

独
坐
―
王
維
・
竹
里
館
「
独
り
坐
す
幽
篁

の
裏
」
を
意
識
す
る
で
あ
ろ
う
。　

養
幽
情
―
幽
情
は
、
深
遠
で
高
雅
な
感
情
。
王
羲
之
・
蘭
亭
集
序
「
一
觴
一
詠
、
亦
た
以
て
幽
情
を
暢

叙
す
る
に
足
る
」。
白
居
易
・
晩
秋
閑
居
「
衣
を
披
り
閑
坐
し
て
幽
情
を
養
う
」。　

老
雨
云
。
影
有
レ
声
奇
語
。
○
勉
斎
云
。
好
詩
好
想
。
使
三
人
有
二
塵
外
之
思
一
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
影か
げ

に
声こ
え

有あ

りり

は
奇き

語ご

。
○
勉べ
ん

斎さ
い

云い

う
。
好こ
う

詩し

好こ
う

想そ
う

。
人ひ
と

を
し
て
塵じ
ん

外が
い

の
（
之
）
思お
も

い
有あ

ら
使し

む
。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。「
影
に
声
有
り
」
は
、
奇
抜
。
山
村
勉
斎
評
。
よ
い
詩
だ
。
素
晴
ら
し
い
着
想
だ
。
俗
世
を
超
脱
し
た
気
持
ち
を
読

者
に
持
た
せ
る
詩
だ
。

【
注
釈
】
塵
外
―
世
塵
を
離
れ
た
清
ら
か
な
気
持
。
孟
浩
然
・
武
陵
泛
舟
「
弥
い
よ
塵
外
の
心
を
清
く
す
」。

29
舟し

ゆ
う

遊ゆ
う

　
　
　
梧ご

軒け
ん

　
山や
ま

本も
と

氏し

　
仝ど
う

所し
ょ
の

人ひ
と

彩
船
葉
々
棹
二
西
東
一
。
絲
肉
声
飛
籬
箔
中
。
従
レ
是
一
層
添
二
興
味
一
。
氷
魚
上
レ
罟
夕
陽
風
。

【
訓
読
】
彩さ

い

船せ
ん

葉よ
う

々よ
う

西せ
い

東と
う

に
棹さ
お

さ
し
。
絲し

肉に
く

声こ
え

は
飛と

ぶ
籬り

箔は
く

の
中う
ち

。
是こ

れ
従よ

り
一い
つ

層そ
う

興き
よ
う

味み

を
添そ

え
。
氷
ひ
よ
う

魚ぎ
よ

罟あ
み

に
上の
ぼ

る
夕せ
き

陽よ
う

の
風か
ぜ

。

【
大
意
】（
舟
遊
び
）
鮮
や
か
な
色
を
し
た
舟
が
一
艘
一
艘
、
西
へ
東
へ
さ
お
さ
し
て
動
い
て
い
く
。
管
弦
の
音
色
や
妓
女
の
美
声
が
船
の
と

ま
の
囲
い
の
中
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
さ
あ
こ
れ
か
ら
一
層
興
趣
が
ま
す
こ
と
だ
（
お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
）。
白
魚
が
網
に
か
か
る
、

夕
日
が
照
り
、
風
が
吹
い
て
く
る
中
で
。

【
注
釈
】
舟
遊
―
和
語
「
ふ
な
あ
そ
び
」
の
漢
語
化
か
。
中
国
で
は
用
い
な
い
熟
語
。　

山
本
梧
軒
―
不
詳
。　　

彩
船
―
色
ど
り
鮮
や
か
な

舟
。
娯
楽
遊
覧
に
使
う
。　

葉
々
―
葉
は
小
舟
の
量
詞
。　

絲
肉
―
琴
と
人
間
（
の
出
す
音
）。　

籬
箔
―
垣
根
の
こ
と
で
あ
る
が
、
船
の
と
ま

に
見
立
て
た
。　

従
是
一
層
添
興
味
―
お
そ
ら
く
わ
ざ
と
和
臭
を
出
し
た
句
。
口
語
的
表
現
を
狙
っ
た
。　

氷
魚
―
宍
道
湖
七
珍
の
シ
ラ
ウ
オ

と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
既
出
。

老
雨
云
。
孰
謂
夕
陽
氷
魚
。
不
レ
若
二
秋
風
蓴
鱸
一
乎
。



二
〇

【
訓
読
】
老ろ
う

雨う

云い

う
。
孰た
れ

か
謂い

う
夕せ
き

陽よ
う

氷ひ
よ
う

魚ぎ
よ

。
秋
し
ゆ
う

風ふ
う

蓴じ
ゆ
ん

鱸ろ

に
若し

か
ず
と
（
乎こ

）。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
夕
陽
の
中
で
と
れ
る
白
魚
が
、
秋
風
の
中
で
と
れ
る
ジ
ュ
ン
サ
イ
や
ス
ズ
キ
に
及
ば
な
い
な
ん
て
誰
が
言
う
も

の
か
。

【
注
釈
】
秋
風
蓴
鱸
―
蓴
鱸
は
、
蓴
羮
（
じ
ゅ
ん
さ
い
の
吸
い
物
）、
鱸
膾
（
す
ず
き
の
な
ま
す
、
た
だ
し
日
本
の
す
ず
き
と
別
種
）
の
略
で
、

晋
の
張
翰
が
、
秋
風
が
吹
き
は
じ
め
る
と
、
故
郷
の
こ
の
料
理
が
食
べ
た
く
て
退
官
し
て
郷
里
に
帰
っ
た
故
事
（『
世
説
新
語
』
識
鑒
）。
宍

道
湖
の
白
魚
だ
っ
て
負
け
ず
劣
ら
ず
う
ま
く
て
興
趣
が
あ
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
。
な
お
、
シ
ラ
ウ
オ
の
旬
は
春
で
あ
る
。

30
春し

ゆ
ん

日じ
つ

偶ぐ
う

成せ
い

　
　
　
愛あ
い

山ざ
ん

樵し
よ
う

夫ふ

　
高た
か

橋は
し

氏し

　
同ど
う

所し
よ
の

人ひ
と

　
住
じ
ゆ
う

東と
う

京け
い

出
城
皆
是
訪
レ
梅
人
。
墨
水
蒲
田
争
領
レ
春
。
竹
外
一
枝
掛
二
寒
月
一
。
吾
園
雖
レ
小
却
精
神
。

【
訓
読
】
城し

ろ

を
出い

づ
る
は
皆み
な

是こ

れ
梅う
め

を
訪た
ず

ぬ
る
人ひ
と

。
墨ぼ
く

水す
い

蒲ほ

田で
ん

争あ
ら
そい
て
春は
る

を
領り
よ
う
す
。
竹ち
く

外が
い

一い
つ

枝し

寒か
ん

月げ
つ

を
掛か

け
。
吾わ

が
園そ
の

は
小し
よ
う
な
り
と
雖い
え
ど
も

却か
え

っ
て
精せ
い

神し
ん

あ
り
。

【
大
意
】（
春
の
日
に
た
ま
た
ま
作
っ
た
詩
）
町
か
ら
郊
外
に
出
て
行
く
の
は
、
み
ん
な
梅
見
を
す
る
人
達
だ
。
隅
田
川
、
蒲
田
と
、
競
い
合
っ

て
春
の
季
節
を
独
占
し
て
、
他
を
圧
倒
し
て
い
る
。（
ご
っ
た
返
し
た
の
は
い
や
だ
な
あ
。
そ
れ
に
対
し
て
我
が
家
は
）
竹
の
向
こ
う
の
梅

の
一
枝
に
寒
々
と
し
た
月
が
掛
か
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
確
か
に
私
の
庭
は
狭
い
が
、
だ
か
ら
こ
そ
逆
に
春
の
生
命
力
が
満
ち
満
ち
て
い
る
と

も
い
え
よ
う
。

【
注
釈
】
高
橋
愛
山
―
高
橋
基
一
。
松
江
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
藩
主
・
松
平
定
安
の
侍
臣
と
な
り
、
版
籍
奉
還
後
は
定
安
と
藩
政
改
革
に

着
手
。
東
京
へ
移
転
後
は
「
朝
野
新
聞
」
の
記
者
と
な
り
、
民
権
家
、
自
由
党
員
と
し
て
活
動
。『
松
江
市
史
』
通
史
編
５
、
第
一
節
、
三

松
江
出
身
の
民
権
家
・
高
橋
基
一
の
生
涯
と
そ
の
立
憲
主
義
論
（
竹
永
三
男
島
根
大
学
名
誉
教
授
執
筆
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
東
京
麹

町
に
居
を
構
え
て
い
た
ら
し
い
。　

出
城
皆
是
訪
梅
人
―
城
は
、
ま
ち
。
中
国
で
は
、
町
は
城
壁
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
楊
巨
源
・
城
東
早
春

「
門
を
出
づ
る
は
倶
に
是
れ
花
を
看
る
人
」。
楊
巨
源
の
詩
は
、
春
た
け
な
わ
に
な
っ
て
、
花
見
で
人
が
ご
っ
た
返
す
時
よ
り
も
、
早
春
の
静

か
な
景
色
が
よ
い
と
言
っ
て
い
る
。
愛
山
も
人
ご
み
を
嫌
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。　

墨
水
―
隅
田
川
（
墨
田
川
の
表
記
も
あ
っ
た
）
の
雅
名
。　
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二
一

蒲
田
―
か
ま
た
。
現
東
京
都
大
田
区
の
町
名
。
梅
の
名
所
と
し
て
、
江
戸
時
代
よ
り
有
名
。　

争
領
春
―
王
建
・
綺
岫
宮
を
過
ぐ
「
野
花
黄

蝶
春
風
を
領
す
」。
隅
田
川
、
蒲
田
だ
け
が
、
梅
の
名
所
と
し
て
有
名
と
い
う
意
味
に
と
っ
た
。
人
々
が
そ
こ
に
殺
到
し
て
い
る
と
い
う
意

味
か
も
し
れ
な
い
。　

竹
外
一
枝
―
蘇
軾
・
秦
太
虚
の
梅
花
に
和
す
「
竹
外
一
枝
斜
め
に
し
て
更
に
好
し
」。
林
逋
・
山
園
小
梅
「
疎
影
横

斜
し
水
は
清
浅
」
を
意
識
し
た
句
と
し
て
名
高
い
。　

寒
月
―
清
ら
か
で
冷
た
い
印
象
を
与
え
る
月
。
李
白
・
月
を
望
ん
で
懐
う
有
り
「
寒

月
清
波
に
揺
る
」。　

吾
園
雖
小
―
林
希
逸
・
陳
橘
山
挽
诗
其
二
「
数
畝
園
は
小
な
り
と
雖
も
」。
愛
山
の
家
は
先
述
の
ご
と
く
町
中
に
あ
っ

た
。　

精
神
―
人
や
物
に
生
気
が
あ
ふ
れ
た
状
態
。
范
成
大
・
再
び
瓶
中
の
梅
花
に
題
す
「
月
窓
の
横
影
已
に
精
神
あ
り
」。

編
者
云
。
眞
個
梅
花
知
己
。【
己
は
も
と
巳
に
作
る
。
今
改
む
】

【
訓
読
】
編へ

ん

者じ
や

云い

う
。
眞し
ん

個こ

に
梅ば
い

花か

の
知ち

己き

な
り
。

【
大
意
】
編
集
者
平
賀
静
遠
評
。
高
橋
君
は
本
当
に
梅
の
知
己
だ
な
あ
。

【
注
釈
】
梅
花
知
己
―
彭
玉
麟
・
詠
梅
「
一
生
知
己
是
梅
花
」
を
逆
用
し
た
か
。
彭
玉
麟
（
一
八
一
七
～
一
八
九
〇
）
は
曽
国
藩
の
も
と
で

活
躍
し
た
軍
人
。
詩
文
と
絵
画
を
た
し
な
ん
だ
。
彼
の
詠
梅
の
詩
は
、（
直
接
で
は
な
い
が
）
魯
迅
の
印
章
「
只
有
梅
花
是
知
己
」
の
も
と

に
も
な
っ
た
。

＊
こ
の
詩
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
抱
負
を
こ
め
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、

科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
課
題/

領
域
番
号22K

00340��

近
代
漢
詩
が
形
成
す
る
山
陰
地
域
の
文
化
教
養
環
境
─
漢
詩
人
と
官
僚
・
政
党
政
治
家
の
交
遊
の
分
析
（
期
間
二
〇
二
二
～
二
〇
二
四
年

度　

研
究
代
表
者　

要
木
純
一
）

及
び
、

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー　

山
陰
研
究
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

近
代
漢
詩
が
形
成
す
る
山
陰
地
域
の
文
化
教
養
環
境
─
漢
詩



二
二

人
と
官
僚
・
政
党
政
治
家
の
交
遊
の
分
析
（
期
間�

二
〇
二
二
～
二
〇
二
四
年
度　

研
究
代
表
者�

要
木
純
一
）

及
び

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー　

山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

山
陰
の
文
学
・
歴
史
関
係
資
料
の
基
礎
的
調
査
研
究
と
発
信
・
公

開
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
課
題
番
号　

2205　

期
間
：
二
〇
二
二
～
二
〇
二
四
年
度　

研
究
代
表
者　

田
中
則
雄
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


